
＜資料３（その他の取組について）＞

・建設業若者所得向上検討チーム会資料（p.1～p.5）

・建設業デジタル化による生産性向上の取組について（p.6～p.8）

・福留開発株式会社（令和６年度インフラ DX 大賞）（p.9）

・株式会社伸浩技建（情報通信技術の優れた活用に関する総務大臣表彰）（p.10）

・株式会社高知丸高（外国人育成賞、事業展開賞）（p.11,p.12）

・若者が就職先に求める要素（p.13）

・クールワークタイム制度導入（p.14）



　【
建

設
業

】企
業

等
の

取
組

具
体

事
例

①
　「

IC
T機

器
の

導
入

に
よ

る
生

産
性

向
上

」　

②
取

り組
み

に
よ

り得
られ

た
成

果

賃
上

げ
　月

給
社

員
：

毎
年

５
％

程
度

の
給

料
ア

ップ
　　

　　
　日

給
月

給
社

員
：

ボ
ー

ナ
ス

の
支

給
を

開
始

Ｉ
Ｃ

Ｔ
機

器
(杭

ナ
ビ)

の
活

用
に

よ
り、

作
業

を
効

率
化

(2
人

→
1人

)で
き

、従
業

員
の

残
業

が
減

少
パ

ー
ト従

業
員

を
正

規
雇

用
に

転
換

③
取

り組
み

が
必

要
とな

った
経

緯
/背

景
④

具
体

的
な

取
り組

み

①
企

業
の

概
要

事
業

者
名

：
越

知
事

務
所

管
内

　　
　　

　　
　　

土
木

一
式

B等
級

従
業

員
数

：
９

人
事

業
概

要
：

土
木

工
事

業

＜
本

事
例

を
踏

ま
え

た
ポ

イ
ン

ト＞
■

企
業

の
取

り組
み

の
ポ

イン
ト：

Ｉ
Ｃ

Ｔ
活

用
に

よ
り生

産
性

向
上

を
実

現
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　 

　・
 公

共
工

事
の

労
務

単
価

の
上

昇
も

背
景

に
従

業
員

の
処

遇
へ

反
映

■
県

に
求

め
られ

る
取

り組
み

  ：
Ｉ

Ｃ
Ｔ

活
用

推
進

と設
計

単
価

の
適

時
改

定
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　 

  ・
 県

発
注

工
事

に
お

け
る

Ｉ
Ｃ

Ｔ
活

用
の

推
進

、市
町

村
発

注
工

事
で

の
促

進
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
・ 

Ｉ
Ｃ

Ｔ
機

器
の

効
果

的
な

活
用

事
例

の
紹

介
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　 

  ・
 設

計
労

務
単

価
の

速
や

か
な

改
定

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　 
  ・

 建
設

資
材

等
の

市
場

価
格

の
把

握
と適

時
の

単
価

改
定

・近
年

の
物

価
高

へ
の

対
応

。
・公

共
工

事
に

お
け

る
労

務
単

価
の

上
昇

。
・従

業
員

が
不

足
して

お
り、

モ
チ

ベ
ー

シ
ョン

の
　維

持
も

課
題

。
・建

設
業

界
は

人
手

不
足

で
あ

り、
今

い
る

　従
業

員
を

大
切

に
しな

け
れ

ば
な

らな
い

。

○
効

率
的

に
工

事
を

施
工

す
る

た
め

、こ
れ

ま
で

も
様

々
な

機
器

を
導

入
（

３
D

ス
キ

ャナ
ー

等
）

。
○

Ｒ
２

年
頃

に
杭

ナ
ビを

導
入

。
　・

 ２
名

で
行

って
い

た
測

量
作

業
を

１
名

で
実

施
す

る
こと

が
可

能
とな

った
。

　（
導

入
の

き
っか

け
は

、I
CT

機
器

の
必

要
経

費
を

設
計

金
額

に
計

上
で

き
る

Ｉ
Ｃ

Ｔ
活

用
工

事
）

○
生

産
性

向
上

に
よ

る
経

営
安

定
も

あ
り、

パ
ー

ト採
用

した
従

業
員

を
一

定
経

験
を

経
た

段
階

で
　正

規
雇

用
に

転
換

。
○

公
共

工
事

で
発

注
者

に
提

出
す

る
工

事
関

係
書

類
の

簡
素

化
も

あ
り、

従
業

員
の

残
業

が
減

少
。

　・
 残

業
の

減
少

や
、勤

務
間

イン
ター

バ
ル

の
導

入
（

R3
）

も
あ

り、
従

業
員

の
プ

ライ
ベ

ー
ト、

　　
家

庭
の

時
間

の
充

実
に

つ
な

が
って

い
る

。

杭
ナ
ビ
画
像
：
メ
ー
カ
ー
カ
タ
ロ
グ
よ
り

４
，

５
年

前
か

ら

1



　【
建

設
業

】企
業

等
の

取
組

具
体

事
例

②
 「

新
技

術
・機

器
の

積
極

的
な

導
入

に
よ

る
生

産
性

向
上

」

②
取

り組
み

に
よ

り得
られ

た
成

果

賃
上

げ
　給

料
を

３
～

５
％

程
度

ア
ップ

（
これ

ま
で

も
給

料
ア

ップ
は

あ
った

が
近

年
は

顕
著

）
　　

　　
　　

　　
ボ

ー
ナ

ス
の

増
（

完
工

高
を

反
映

）
　　

　　
　　

　　
現

場
管

理
手

当
の

新
設

(R
4～

現
場

代
理

人
に

月
額

20
,0

00
円

支
給

)
■

　パ
ー

ト従
業

員
を

正
規

雇
用

に
転

換

③
取

り組
み

が
必

要
とな

った
経

緯
/背

景
④

具
体

的
な

取
り組

み

①
企

業
の

概
要

事
業

者
　：

安
芸

土
木

事
務

所
管

内
　　

　　
　　

　　
土

木
一

式
B等

級
従

業
員

数
：

16
人

事
業

概
要

：
土

木
工

事
業

ほ
か

＜
本

事
例

を
踏

ま
え

た
ポ

イ
ン

ト＞
■

企
業

の
取

り組
み

の
ポ

イン
ト：

先
端

技
術

や
新

資
材

・機
器

等
の

積
極

的
な

情
報

収
集

と導
入

に
よ

り、
生

産
性

の
向

上
に

取
り組

み
、従

業
員

の
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

 処
遇

、福
利

厚
生

を
充

実
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　 

　雇
用

の
確

保
や

企
業

情
報

の
効

果
的

な
発

信
に

向
け

た
働

き
方

改
革

支
援

ア
ドバ

イザ
ー

制
度

の
活

用
■

県
に

求
め

られ
る

取
り組

み
　：

生
産

性
の

向
上

に
つ

な
が

る
先

端
の

技
術

等
の

活
用

促
進

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

 　
　 

働
き

方
改

革
支

援
ア

ドバ
イザ

ー
制

度
の

活
用

に
よ

る
働

き
方

改
革

や
経

営
改

善
の

支
援

・新
しい

物
事

に
チ

ャレ
ン

ジ
す

る
社

風
か

ら、
 積

極
的

に
展

示
会

等
に

参
加

。
・従

業
員

の
確

保
の

た
め

、処
遇

向
上

や
外

国
 人

材
の

活
用

が
必

要
。

・従
業

員
に

とっ
て

近
年

の
物

価
上

昇
は

痛
手

。

○
デ

ジ
タル

化
や

新
しい

資
材

・機
器

の
利

用
に

挑
戦

し、
施

工
の

効
率

化
(残

存
型

枠
の

活
用

に
よ

る
　工

期
短

縮
)や

熱
中

症
対

策
(冷

却
ベ

ス
ト等

)に
取

り組
ん

で
い

る
。

　・
 R

４
年

頃
か

らＩ
Ｃ

Ｔ
機

器
の

活
用

に
注

力
。（

Ｉ
Ｃ

Ｔ
建

機
、杭

ナ
ビ、

ドロ
ー

ン
等

が
中

心
）

　・
 Ｉ

Ｃ
Ｔ

建
機

(バ
ック

ホ
ー

)の
活

用
に

よ
り、

施
工

の
精

度
と作

業
の

効
率

が
向

上
。

　　
(工

期
１

か
月

短
縮

の
事

例
あ

り)
○

Ｉ
Ｃ

Ｔ
機

器
を

導
入

した
こと

で
生

産
性

が
向

上
し、

受
注

機
会

の
増

に
つ

な
が

って
い

る
。

○
資

格
取

得
に

必
要

な
経

験
を

積
極

的
に

積
ん

で
も

ら
うた

め
、現

場
管

理
手

当
を

新
設

。
　 

・資
格

取
得

に
必

要
な

費
用

も
会

社
負

担
。 

   
 

○
業

務
管

理
は

グ
ル

ー
プ

Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ

を
活

用
。

　・
 天

気
予

報
を

確
認

し、
翌

日
の

工
事

の
有

無
を

連
絡

。従
業

員
の

プ
ライ

ベ
ー

トの
時

間
を

確
保

。
○

バ
ー

ベ
キ

ュー
な

どの
レ

クリ
エ

ー
シ

ョン
の

実
施

、ま
た

、社
宅

な
どの

福
利

厚
生

施
設

を
整

備
。

○
県

の
ア

ドバ
イザ

ー
支

援
制

度
を

利
用

し、
求

人
の

書
き

方
や

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

の
改

修
等

に
活

用
。

2



　【
建

設
業

】企
業

等
の

取
組

具
体

事
例

③
 「意

識
改

革
を

通
じた

デ
ジ

タ
ル

化
の

推
進

等
に

よ
る

生
産

性
向

上
」　

②
取

り組
み

に
よ

り得
られ

た
成

果

賃
上

げ
　R

6・
R7

年
度

と2
年

連
続

月
給

ベ
ー

ス
ア

ップ
(5

,0
00

円
)

　　
　　

　手
当

の
支

給
上

限
ア

ップ
(通

勤
手

当
1.

5万
円

→
2万

円
、住

居
手

当
1.

5万
円

→
3万

円
）

年
間

休
日

数
の

増
(1

09
日

→
11

7日
）

2年
連

続
新

卒
採

用
（

計
３

名
）

③
取

り組
み

が
必

要
とな

った
経

緯
/背

景
④

具
体

的
な

取
り組

み

①
企

業
の

概
要

事
業

者
　：

安
芸

土
木

事
務

所
管

内
　　

　　
　　

　　
土

木
一

式
B等

級
従

業
員

数
：

23
人

事
業

概
要

：
土

木
工

事
業

ほ
か

＜
本

事
例

を
踏

ま
え

た
ポ

イ
ン

ト＞
■

企
業

の
取

り組
み

の
ポ

イン
ト：

従
業

員
の

意
識

改
革

(週
休

２
日

の
推

進
と従

業
員

の
収

入
確

保
)

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
 デ

ジ
タル

技
術

の
活

用
に

よ
る

現
場

作
業

と内
部

事
務

の
効

率
化

■
県

に
求

め
られ

る
取

り組
み

　：
Ｉ

Ｃ
Ｔ

機
器

活
用

の
内

製
化

に
向

け
た

導
入

支
援

　 
 　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　 

バ
ック

オ
フィ

ス
の

強
化

の
た

め
の

シ
ス

テ
ム

導
入

や
建

設
デ

ィレ
クタ

ー
の

導
入

支
援

・若
手

職
員

の
雇

用
と定

着
が

課
題

。
・他

産
業

で
は

当
た

り前
の

週
休

2日
導

入
や

 業
務

の
デ

ジ
タル

化
に

よ
る

働
き

や
す

い
環

境
 づ

くり
が

必
要

。
・創

業
当

時
か

らの
手

法
の

変
更

に
不

安
を

感
じ

 る
社

員
の

意
識

改
革

(土
曜

勤
務

を
や

め
る

こと
、

 勤
怠

管
理

の
デ

ジ
タル

化
な

ど）
・現

場
監

督
員

に
偏

る
残

業
の

改
善

。

○
従

業
員

との
個

別
面

談
を

繰
り返

し、
理

解
を

得
て

、業
務

を
効

率
化

。（
特

に
デ

ジ
タル

化
）

○
Ｉ

Ｃ
Ｔ

機
器

等
を

比
較

的
早

期
か

ら導
入

し、
作

業
の

効
率

化
を

図
って

き
た

。
　　

(杭
ナ

ビ〔
20

14
〕、

ス
キ

ャナ
ー

〔2
01

9〕
、測

量
用

ドロ
ー

ン
〔2

02
0〕

、Ｉ
Ｃ

Ｔ
建

機
〔2

02
1〕

)
○

H
31

に
完

全
週

休
２

日
制

を
実

現
。

   
(平

日
の

早
出

残
業

な
どで

作
業

を
集

約
し、

土
曜

日
の

勤
務

を
削

減
。手

取
りが

減
らな

い
制

度
とし

た
上

で
、

　　
 従

業
員

の
理

解
を

得
る

。)
○

事
務

職
員

３
名

が
建

設
デ

ィレ
ク

タ
ー

の
資

格
を

取
得

し、
残

業
が

多
い

現
場

監
督

員
や

バ
ック

　オ
フィ

ス
の

事
務

作
業

を
デ

ジ
タ

ル
化

に
よ

り軽
減

。
　・

 現
場

監
督

員
や

事
務

職
員

の
手

作
業

に
よ

る
勤

怠
管

理
を

や
め

、各
従

業
員

が
ス

マ
ホ

か
ら勤

務
　　

実
績

を
登

録
す

る
シ

ス
テ

ム
を

導
入

。(
現

場
で

の
記

帳
や

事
務

所
で

の
転

記
・整

理
作

業
を

削
減

)
○

職
種

に
関

係
な

く会
社

の
業

務
を

把
握

して
も

らう
た

め
、事

務
職

員
も

現
場

パ
トロ

ー
ル

等
に

同
行

。
　　

(事
務

職
員

に
よ

る
熱

中
症

対
策

へ
の

積
極

的
な

取
り組

み
に

発
展

）
○

そ
の

他
　・

 一
定

数
の

離
職

を
想

定
した

新
規

雇
用

の
確

保
　・

 普
通

科
も

対
象

とし
た

幅
広

い
求

人
活

動
  ・

 年
間

休
日

数
の

増
　 

・ 
県

の
電

子
契

約
導

入
を

契
機

に
下

請
契

約
に

も
電

子
契

約
を

導
入

。

 
 
杭

ナ
ビ

　
シ

ョ
ベ

ル
　

に
よ

る
　

I
C
T
施

工

3



　【
建

設
業

】企
業

等
の

取
組

具
体

事
例

④
　「

IC
T機

器
導

入
に

よ
り少

数
社

員
で

生
産

性
向

上
」　

②
取

り組
み

に
よ

り得
られ

た
成

果

賃
上

げ
　５

％
程

度
ア

ップ

日
給

月
給

制
の

従
業

員
を

月
給

制
へ

移
行

（
従

業
員

の
給

与
の

安
定

）

③
取

り組
み

が
必

要
とな

った
経

緯
/背

景
④

具
体

的
な

取
り組

み

①
企

業
の

概
要

事
業

者
名

：
高

知
土

木
事

務
所

管
内

　　
　　

　　
　　

　土
木

一
式

C等
級

従
業

員
数

：
４

人
事

業
概

要
：

とび
・土

工
工

事
業

ほ
か

＜
本

事
例

を
踏

ま
え

た
ポ

イ
ン

ト＞
企

業
の

取
り組

み
の

ポ
イン

ト：
従

業
員

の
待

遇
を

俯
瞰

的
な

理
解

に
基

づ
き

改
善

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　デ
ジ

タル
技

術
の

活
用

に
よ

る
省

力
化

・効
率

化
県

に
求

め
られ

る
取

り組
み

　：
生

産
性

向
上

に
資

す
る

IC
T機

器
の

活
用

や
デ

ジ
タル

化
の

推
進

・建
設

業
界

も
人

手
不

足
で

あ
り、

社
員

確
保

 の
取

り組
み

が
必

要
。

・従
業

員
の

待
遇

改
善

を
検

討
す

る
必

要
。

・少
人

数
の

会
社

で
あ

り、
作

業
効

率
が

重
要

。
・自

宅
か

ら現
場

へ
直

行
す

る
作

業
員

との
情

報
　共

有
（

進
捗

管
理

、施
工

計
画

な
ど）

○
雨

天
等

に
よ

る
賃

金
の

増
減

を
無

くし
、職

員
の

給
与

を
安

定
さ

せ
る

た
め

、R
6年

に
日

給
月

給
制

　の
従

業
員

を
月

給
制

へ
変

更
。

○
出

勤
を

現
場

へ
の

直
行

か
ら、

職
場

集
合

とし
、下

請
業

者
へ

の
指

示
内

容
の

確
認

、共
有

を
　行

った
後

に
現

場
へ

入
る

こと
で

作
業

の
効

率
化

を
図

った
。(

R４
年

頃
～

)
○

Ｉ
Ｃ

Ｔ
機

器
(杭

ナ
ビ

等
)の

活
用

に
よ

る
作

業
の

省
力

化
。(

R5
年

頃
～

)
　・

 Ｉ
Ｃ

Ｔ
建

機
の

活
用

は
、大

き
い

現
場

で
効

果
あ

り。
○

ス
マ

ー
トホ

ン
に

よ
る

勤
怠

管
理

や
資

料
共

有
を

試
験

的
に

導
入

。（
作

業
員

１
名

とテ
ス

ト中
）

　・
 本

格
運

用
に

向
け

て
、事

務
所

と作
業

現
場

との
デ

ー
タ共

有
等

、各
機

能
を

試
行

中
。

○
ハ

ロー
ワ

ー
クで

の
求

人
は

応
募

が
多

い
際

、自
社

の
職

員
体

制
で

は
迅

速
な

対
応

が
課

題
とな

る
　場

面
も

あ
る

。知
人

の
紹

介
で

経
験

者
を

雇
用

す
る

な
ど、

柔
軟

な
採

用
を

行
って

い
る

。
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【建
設

業
】「

若
者

の
所

得
向

上
」の

た
め

の
取

組
の

方
向

性

○
 少

子
高

齢
化

の
進

行
に

よ
る

担
い

手
不

足
と従

事
者

の
高

齢
化

○
 新

４
K(

給
料

・希
望

・休
暇

・か
っこ

い
い

)に
近

づ
く建

設
業

の
魅

力
PR

とさ
らな

る
労

働
環

境
の

整
備

　
　

　

　
　

　現
状

・課
題

資
料
３

◆
デ

ジ
タ

ル
化

の
推

進
に

よ
る

生
産
性

の
向

上

・
デ

ジ
タ

ル
化

が
進

む
建

設
業

の
魅
力

の
Ｐ

Ｒ
・
他

産
業

と
遜

色
の

な
い

労
働

環
境
の

整
備

担
い

手
確

保
・職

場
環

境
づ

くり
⇒

 新
４

Ｋ

省
力

化
・効

率
化

⇒
 所

得
向

上

案
３

【事
業

者
側

の
取

り組
み

】
【県

庁
側

の
取

り組
み

】

（
１

）
デ

ジ
タ

ル
化

の
推

進
に

よ
る

生
産

性
向

上
 

 所
得

向
上

　①
５

年
後

、1
0年

後
を

見
据

え
た

デ
ジ

タル
技

術
の

習
得

と活
用

　
　

◈
 
Ｉ
Ｃ

Ｔ
活
用

に
関

す
る

研
修

会
等

へ
の

参
加

　
　

◈
 
建

設
業

働
き

方
改

革
推

進
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
の

活
用

　②
 バ

ック
オ

フィ
ス

の
強

化
　
　

◈
 
勤

怠
管

理
や

給
与

事
務

な
ど

の
デ

ジ
タ

ル
化

　
　

◈
 
建
設

デ
ィ

レ
ク

タ
ー

の
導

入

　③
 デ

ジ
タル

技
術

等
に

関
す

る
積

極
的

な
情

報
収

集
・導

入
　
　

◈
 
高
知

県
デ
ジ

タ
ル

技
術

活
用

促
進

事
業

等
の

活
用

　
　

◈
 
高

知
県

デ
ジ

タ
ル
化

マ
ッ

チ
ン

グ
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
の

活
用

　①
③

 Ｉ
Ｃ

Ｔ
活

用
の

推
進

　
　

◈
 
Ｉ

Ｃ
Ｔ

活
用

を
指

定
し

た
発

注
工

事
件

数
と

工
種

の
拡

大

　
　

◈
 
Ｉ

Ｃ
Ｔ

活
用

に
関

す
る

研
修

会
等

の
継

続

　
　

◈
 
生

産
性

向
上

に
関

す
る

新
た

な
デ

ジ
タ

ル
技

術
の

研
修

会
の

開
催

　
　

◈
 
３

次
元

図
面

に
よ

る
契

約
・

発
注

の
検

討

　①
 市

町
村

に
お

け
る

デ
ジ

タル
化

の
支

援
　

　
◈
 
電

子
納

品
の

導
入

支
援

　
　

◈
 
高

知
県

電
子

入
札

シ
ス

テ
ム

の
共

同
利

用
の

促
進

　②
 建

設
デ

ィレ
クタ

ー
の

導
入

支
援

　
　

◈
 
導

入
メ

リ
ッ

ト
の

周
知

、
女

性
活

躍
等

の
Ｐ

Ｒ

 （
２

）
担

い
手

確
保

の
取

り組
み

と、
働

き
や

す
い

職
場

環
境

づ
くり

 

新
４

Ｋ
へ

の
進

化

　①
 コ

ン
プ

ライ
ア

ンス
の

遵
守

　
　

◈
 
業

界
団

体
や

県
開
催

の
研

修
受

講

　②
 従

業
者

の
処

遇
改

善
　
　

◈
 
基
本

給
の

ベ
ー

ス
ア

ッ
プ

や
諸

手
当

等
の

充
実

　
　

◈
 
積

極
的

な
受

注
機
会

の
確

保

　③
 働

き
や

す
い

職
場

環
境

づ
くり

　
　

◈
 
「

共
育

て
･
共

働
き

」
を

支
え

る
休

暇
等

の
制

度
導

入

　
　

◈
 
福

利
厚

生
事

業
の

取
り

組
み

　④
 担

い
手

確
保

と人
材

育
成

　
　

◈
 
出

前
授

業
や

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

の
実

施
　
　

◈
 
社
内

教
育

体
制

の
整

備

　①
～

④
 建

設
業

活
性

化
プラ

ン
の

推
進

　
　

◈
 
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
研

修
の

開
催

　
　

◈
 
建

設
業

働
き

方
改

革
推

進
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
の

派
遣

　
　

◈
 
市

町
村

工
事

に
お

け
る

週
休

２
日

制
工

事
の

拡
大

　
　

◈
 
高

知
県

Ｗ
Ｌ

Ｂ
認

証
の

取
得

促
進

　
　

◈
 
業

界
団

体
と

連
携

し
た

取
り

組
み

の
実

行

　②
 労

務
費

な
ど設

計
基

準
の

適
時

改
定

　
　

◈
 
労

務
費

な
ど

設
計

基
準

の
適

時
改

定

　
　

◈
 
公

共
工

事
発

注
見

通
し

の
公

表

　④
 若

者
や

女
性

の
活

躍
を

評
価

す
る

仕
組

み
の

検
討

対
　策

5



ھ ڸ ۉ

削
減
効
果

　 建
設

業
デ

ジ
タ

ル
化

に
よ

る
生

産
性

向
上

の
取

組
概

要

జ ਟ

ド
ロ

ー
ン

や
レ

ー
ザ

ー
ス

キ
ャナ

等
に

よ
り、

3次
元

測
量

を
実

施
2次

元
図

面
か

ら
３

次
元

設
計

デ
ー

タ
を

作
成

３
次

元
設

計
デ

ー
タ

を
搭

載
し

た
IC

T建
設

で
施

工

平
均

し
て

作
業

日
数

が
３

割
程

削
減

・現
場

を
３

次
元

点
群

デ
ー

タ化
　⇒

任
意

位
置

の
確

認
が

可
能

（
再

測
量

不
要

）
・ド

ロー
ン

や
レ

ー
ザ

ー
ス

キ
ャナ

の
使

用
　⇒

危
険

箇
所

へ
立

ち
入

る
こと

な
く測

量
可

能

・I
CT

建
機

に
よ

る
施

工
　⇒

丁
張

・作
業

指
示

無
しで

作
業

可
能

　⇒
重

機
周

りの
立

入
が

不
要

で
安

全
性

向
上

　⇒
自

動
制

御
に

よ
り作

業
精

度
向

上

・ 
３

次
元

出
来

形
管

理
　⇒

視
覚

的
で

容
易

に
出

来
形

を
確

認
　⇒

危
険

箇
所

で
の

検
測

が
不

要
　⇒

検
査

時
間

・準
備

時
間

の
短

縮

3次
元

測
量

と３
次

元
設

計
を

重
ね

合
わ

せ

多
く
の
人
手
と
時
間
が
必
要

危
険
箇
所
で
の
測
量
作
業

課 題・ 
複

数
人

で
変

化
点

を
現

地
測

量
・ 

高
所

法
面

等
の

危
険

箇
所

で
の

作
業

・ 
内

業
時

に
測

量
不

足
が

判
明

す
れ

ば
再

度
現

場
へ

・３
次

元
設

計
デ

ー
タを

作
成

　⇒
経

験
の

少
な

い
職

員
や

住
民

で
も

容
易

に
理

解
・起

工
測

量
デ

ー
タと

の
重

ね
合

わ
せ

　⇒
施

工
数

量
の

算
出

や
施

工
計

画
に

活
用

が
可

能

２
次
元
図
面
の
読
解
に
経
験
や
時
間
が
必
要

既
存
資
料
で
の
完
成
状
態
の
共
有
が
困
難

・ 
2D

図
面

で
は

図
面

を
頭

の
中

で
組

合
せ

て
理

解
・ 

完
成

状
態

の
共

有
が

難
しく

作
業

イメ
ー

ジ
が

困
難

・ 
発

注
者

との
協

議
に

時
間

が
か

か
る

・丁
張

の
設

置
や

作
業

員
の

確
認

が
必

要
 

・人
と重

機
が

近
接

して
作

業
を

行
うた

め
、重

機
周

りで
の

接
触

事
故

の
危

険
性

現
地
の
状
況
を
確
認
し
な
が
ら
の
作
業

重
機
周
り
の
危
険
性

・ 
表

と図
面

を
見

比
べ

な
が

らの
確

認
で

煩
雑

・ 
高

所
で

の
検

測
は

危
険

・ 
検

査
や

そ
の

準
備

に
時

間
を

要
す

る

情
報
が
多
く
確
認
に
時
間
が
か
か
る

危
険
箇
所
で
の
検
測

丁
張

作
業
指
示

断
面
積

平
均
断
面
積

土
量

断
面
積

平
均
断
面
積

土
量

NO
.0
+5
(起
工
測
量
後
)

0.
00
0

1.
0

NO
.0
+1
0(
起
工
測
量
後
)

5.
00
0

0.
00

0.
0

2.
0

1.
50

7.
5

NO
.0
+1
5(
起
工
測
量
後
)

5.
00
0

0.
00

0.
0

2.
2

2.
10

10
.5

NO
.0
+1
8.
60
9(
起
工
測
量
後
)

3.
60
9

0.
00

0.
0

2.
6

2.
40

8.
7

NO
.1
(起
工
測
量
後
)

1.
39
1

0.
00

0.
0

2.
7

2.
65

3.
7

NO
.1
+5
(起
工
測
量
後
)

5.
00
0

0.
00

0.
0

3.
0

2.
85

14
.3

NO
.1
+1
0(
起
工
測
量
後
)

5.
00
0

0.
00

0.
0

2.
8

2.
90

14
.5

NO
.1
+1
5(
起
工
測
量
後
)

5.
00
0

0.
00

0.
0

3.
7

3.
25

16
.3

合
　
計

30
.0
00

0.
0

75
.5

切
土

盛
土

測
点
名

距
離

数
量

出
来
形

ヒー
トマ

ップ
GN

SS
に

よ
る

検
測

i-C
on

st
ru

ct
io

n推
進

コン
ソ

ー
シ

ア
ム

（
第

9回
企

画
委

員
会

）
資

料
２

よ
り　

【令
和

5年
12

月
８

日
】

○
i-
C
o
n
st
ru
ct
io
n
の
推
進
に
よ
り
効
率
化
を
実
施
。
IC
T

 
土
工
で
は
従
来
と
比
較
し
て
、
削
減
効
果
が
３
割
程
度
。

○
更
な
る
効
率
化
の
た
め
に
は
新
た
な
手
法
が
必
要
。

○
「
施
工
」
に
お
い
て
、
一
層
の
効
率
化
を
す
る
必
要
が

 
あ
る
。

約
33

%
縮

減

■
IC

T活
用

工
事

に
よ

る
延

べ
作

業
時

間
削

減
効

果
　I

CT
土

工
（

例
）

（
20

22
年

度
）

国
が

進
め

る
i-C

on
st

ru
ct

io
nの

取
り組

み

i-
Co

ns
tr

uc
tio

n 
2.

0　
（

令
和

6年
4月

）
ー

　建
設

現
場

の
オ

ー
トメ

ー
シ

ョン
化

　ー

３
次

元
図

面
化

３
次

元
設

計
デ

ー
タ

等
に

よ
り、

IC
T建

機
を

自
動

制
御

し建
設

現
場

の
Io

Tを
実

施

約
６

割
削

減
約

５
割

削
減

約
４

割
削

減
約

２
割

削
減

従
来

手
法

と比
較

し
約

３
割

削
減

３
次

元
点

群
デ

ー
タを

取
得

　 
国

土
交

通
省

で
示

さ
れ

て
い

る
IC

T
施

工
に

よ
る

生
産

性
向

上
 

 
 

 
（

 i
-C

o
n

st
ru

ct
io

n
推

進
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

で
示

さ
れ

て
い

る
削

減
効

果
）

※
活

用
効

果
は

施
工

者
へ

の
ア

ン
ケ

ー
ト調

査
　結

果
の

平
均

値
とし

て
算

出
※

従
来

の
労

務
は

施
工

者
の

想
定

値
※

各
作

業
が

平
行

で
行

わ
れ

る
場

合
が

あ
る

　た
め

、工
事

期
間

の
削

減
率

とは
異

な
る

令
和

７
年

度
より

IC
T施

工
の

原
則

化
（

土
工

）

（
i-C

on
st

ru
ct

io
n推

進
コン

ソー
シ

ア
ム

　資
料

よ
り）

効 果
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　 ਄ ੌ ৐ ਄ ੌ ৏

ドロ
ー

ン
や

レ
ー

ザ
ー

ス
キ

ャナ
等

を
使

用
し3

次
元

点
群

デ
ー

タ
を

取
得

す
る

測
量

2次
元

図
面

か
ら３

次
元

設
計

デ
ー

タを
作

成
し施

工
の

準
備

段
階

か
ら活

用
３

次
元

設
計

デ
ー

タを
IC

T建
機

に
搭

載
す

る
こと

で
、設

計
図

を
画

面
で

確
認

しな
が

ら施
工

可
能

【企
業

概
要

】
　企

業
名

：
福

寿
建

設
株

式
会

社
　従

業
員

：
１

７
名

　建
設

業
ラン

ク：
Ｂ

等
級

【取
組

概
要

】
①

３
次

元
起

工
測

量
や

④
３

次
元

出
来

形
管

理
で

レ
ー

ザ
ー

ス
キ

ャナ
等

に
よ

る
面

的
な

測
量

で
生

産
性

・安
全

性
の

向
上

②
３

次
元

設
計

デ
ー

タの
作

成
で

、完
成

状
態

を
容

易
に

理
解

し第
三

者
へ

の
共

有
や

施
工

準
備

等
の

普
段

使
い

に
活

用
③

Ｉ
Ｃ

Ｔ
建

設
機

械
に

よ
る

施
工

で
作

業
状

況
の

確
認

等
が

不
要

とな
り生

産
性

・安
全

性
の

向
上

平
均

し
て

作
業

日
数

が
３

割
程

削
減

　Ｉ
Ｃ

Ｔ
の

取
組

を開
始

した
当

初
は

、不
安

も
あ

り新
しい

事
を

覚
え

る
の

は
大

変
で

や
りた

くな
か

った
が

、代
表

が
前

を
切

って
機

器
を

導
入

し、
そ

れ
に

追
随

し従
業

員
が

使
用

方
法

を習
得

した
。

　現
在

は
Ｉ

Ｃ
Ｔ

の
全

て
の

プロ
セ

ス
を内

製
化

し、
大

幅
に

業
務

が
効

率
化

され
、現

場
に

滞
在

す
る

時
間

も
縮

小
し、

その
時

間
を書

類
作

成
等

に
回

せ
、残

業
が

ほ
ぼ

な
くな

った
。

　弊
社

の
様

な
会

社
で

も
身

の
丈

に
合

った
デ

ジ
タル

化
を図

る
事

で
生

産
性

や
安

全
性

も
向

上
し、

現
在

で
は

従
来

の
や

り方
に

は
戻

れ
な

い
。

デ
ジ

タ
ル

化
に

よ
る

成
果

 
～

現
場

の
生

の
声

（
5

0
代

男
性

技
術

者
）

～
今

後
の

展
望

・現
場

を
３

次
元

点
群

デ
ー

タ化
　⇒

任
意

位
置

の
確

認
が

可
能

（
再

測
量

不
要

）
・レ

ー
ザ

ー
ス

キ
ャナ

使
用

、機
器

購
入

で
内

製
化

　⇒
危

険
箇

所
へ

立
ち

入
る

必
要

無
し

　⇒
自

社
都

合
で

い
つ

で
も

何
度

で
も

測
量

可
能

・I
CT

建
機

に
よ

る
施

工
　⇒

丁
張

・作
業

指
示

無
しで

作
業

可
能

　⇒
重

機
周

りの
立

入
が

不
要

で
安

全
性

向
上

　⇒
モ

ニ
タで

施
工

状
況

を
リア

ル
タイ

ム
に

確
認

　⇒
作

業
精

度
向

上
、品

質
確

保

・ 
３

次
元

出
来

形
管

理
　⇒

視
覚

的
で

容
易

に
出

来
形

を
確

認
　⇒

危
険

箇
所

で
の

検
測

が
不

要
　⇒

検
査

時
に

も
モ

ニ
タで

確
認

す
る

こと
で

　　
 検

査
時

間
・準

備
時

間
の

短
縮

3次
元

点
群

デ
ー

タと
３

次
元

設
計

デ
ー

タを
重

ね
合

わ
せ

施
工

管
理

に
活

用

多
く
の
人
手
と
時
間
が
必
要

危
険
箇
所
で
の
測
量
作
業

地
上

型
レ

ー
ザ

ー
ス

キ
ャナ

・ 
３

人
で

一
点

一
点

変
化

点
を

現
地

測
量

・ 
高

所
法

面
等

の
危

険
箇

所
へ

も
立

ち
入

り測
量

・ 
内

業
時

に
測

量
不

足
が

判
明

す
れ

ば
再

度
現

場
測

量

・３
次

元
設

計
デ

ー
タを

作
成

　⇒
立

体
視

化
で

発
注

者
や

住
民

へ
の

説
明

が
容

易
に

　⇒
測

量
デ

ー
タと

重
ね

合
わ

せ
数

量
算

出
を

自
動

化
・普

段
使

い
で

活
用

　⇒
丁

張
や

施
工

箇
所

の
位

置
出

しを
ワ

ン
マ

ン
測

量

２
次
元
図
面
の
読
解
に
経
験
や
時
間
が
必
要

既
存
資
料
で
の
完
成
状
態
の
共
有
が
困
難

・ 
2D

で
は

何
枚

も
の

図
面

を
頭

の
中

で
組

合
せ

理
解

・ 
完

成
状

態
の

共
有

が
難

しく
作

業
イメ

ー
ジ

が
困

難
・ 

発
注

者
との

協
議

に
時

間
を

要
す

①
地

上
型

で
は

測
量

で
きな

い
箇

所
に

つ
い

て
も

対
応

で
き

る
よう

、
　 

無
人

航
空

機
搭

載
型

レー
ザ

ー
ス

キ
ャナ

ー
を

購
入

予
定

②
継

続
的

に
事

業
を実

施
で

きる
よう

に
若

手
の

人
材

を採
用

　 
した

い

・頭
の

中
で

完
成

状
態

を
イメ

ー
ジ

しな
が

ら作
業

・丁
張

の
設

置
や

作
業

員
の

確
認

が
必

要
 

・人
と重

機
が

近
接

して
作

業
を

行
うた

め
、重

機
　周

りで
接

触
の

恐
れ

現
地
の
状
況
を
確
認
し
な
が
ら
の
作
業

重
機
周
り
の
危
険
性

・ 
表

と図
面

を
見

比
べ

な
が

らの
確

認
で

煩
雑

・ 
高

所
で

の
検

測
は

危
険

・ 
検

査
や

そ
の

準
備

に
時

間
を

要
す

る

情
報
が
多
く
確
認
に
時
間
が
か
か
る

危
険
箇
所
で
の
検
測

測
量

機
器

を
使

用
して

複
数

人
で

実
施

丁
張

作
業
指
示

断
面
積

平
均
断
面
積

土
量

断
面
積

平
均
断
面
積

土
量

NO
.0
+5
(起
工
測
量
後
)

0.
00
0

1.
0

NO
.0
+1
0(
起
工
測
量
後
)

5.
00
0

0.
00

0.
0

2.
0

1.
50

7.
5

NO
.0
+1
5(
起
工
測
量
後
)

5.
00
0

0.
00

0.
0

2.
2

2.
10

10
.5

NO
.0
+1
8.
60
9(
起
工
測
量
後
)

3.
60
9

0.
00

0.
0

2.
6

2.
40

8.
7

NO
.1
(起
工
測
量
後
)

1.
39
1

0.
00

0.
0

2.
7

2.
65

3.
7

NO
.1
+5
(起
工
測
量
後
)

5.
00
0

0.
00

0.
0

3.
0

2.
85

14
.3

NO
.1
+1
0(
起
工
測
量
後
)

5.
00
0

0.
00

0.
0

2.
8

2.
90

14
.5

NO
.1
+1
5(
起
工
測
量
後
)

5.
00
0

0.
00

0.
0

3.
7

3.
25

16
.3

合
　
計

30
.0
00

0.
0

75
.5

切
土

盛
土

測
点
名

距
離

数
量

出
来
形

発
注

者
か

ら貸
与

され
る

２
Ｄ

図
面

作
業

量
：

２
人

で
３

日

内
製

化
で

さ
ら

に
効

率
良

く
施

工
性

・安
全

性
向

上

ヒー
トマ

ップ

技
術

者
全

員
が

３
次

元
デ

ー
タ

作
成

可

施
工

範
囲

全
体

を
３

Ｄ
化

出
来

形
を

見
え

る
化

作
業

量
：

２
人

で
３

日
手

間
は

増
え

る
が

３
Ｄ

デ
ー

タを
普

段
使

い
作

業
量

：
３

人
で

８
日

作
業

量
：

３
人

で
７

日

約
７

割
削

減
約

２
割

削
減

作
業

量
：

３
人

で
10

日

約
６

割
削

減

作
業

量
：

２
人

で
７

日

【対
象

工
事

】
道

路
改

良
工

事
 (

IC
T土

工
)

土
量

：
94

0m
3（

掘
削

）
請

負
金

額
：

3,
02

7万
円

作
業

量
：

２
人

で
６

日

作
業

量
：

２
人

で
14

日

約
６

割
削

減

建
設

業
デ

ジ
タ

ル
化

に
よ

る
生

産
性

向
上

の
取

組
事

例
　

　 
全

て
の

受
注

工
事

を
Ｉ

Ｃ
Ｔ

活
用

工
事

で
施

工
！

重
機

周
りで

の
作

業
確

認
不

要

課 題 効 果

全
体

で
約

５
割

削
減

県
内

建
設

事
業

者
に

お
け

る
IC

T
施

工
に

よ
る

生
産

性
向

上
 

 
 

 
 

 
 

 
 

～
福

寿
建

設
株

式
会

社
で

の
事

例
～

7



　 ਄ ੌ ৐ ਄ ੌ ৏

測
量

か
ら施

工
、出

来
形

管
理

ま
で

の
各

プ
ロセ

ス
に

お
い

て
IC

T技
術

を
活

用
建

設
事

業
全

体
で

情
報

を
デ

ジ
タル

化
３

D
プ

リン
タを

建
設

現
場

へ
適

用

測
量

2D
図

面

【企
業

概
要

】
　企

業
名

　　
　 

：
福

留
開

発
株

式
会

社
　従

業
員

　 
　　

：
９

３
名

　建
設

業
ラン

ク：
Ａ

等
級

【取
組

概
要

】
Ｉ

Ｃ
Ｔ

活
用

工
事

を内
製

化
す

る
こと

で
現

場
の

生
産

性
向

上
及

び
自

社
に

ノウ
ハ

ウを
残

す
BI

M
/C

IM
の

活
用

に
より

事
前

に
施

工
課

題
を

解
決

し、
３

Ｄ
プリ

ン
タを

建
設

現
場

に
適

用
す

る
こと

で
の

現
場

作
業

を
省

人
化

現
場

と社
内

の
物

理
的

な
距

離
をデ

ジ
タル

化
に

より
改

善
し、

社
内

全
体

で
の

効
率

化
を

実
現

平
均

し
て

作
業

日
数

が
３

割
程

削
減

デ
ジ

タ
ル

化
に

よ
る

成
果

今
後

の
展

望

　担
い

手
不

足
が

進
む

建
設

業
に

お
い

て
、生

産
性

・安
全

性
の

向
上

に
よ

り最
小

限
の

人
員

で
効

率
良

く工
事

を
進

め
る

　複
雑

な
形

状
を構

築
で

きる
3D

プ
リン

タ
を

建
設

現
場

へ
適

用
す

る
こと

で
、現

場
課

題
の

み
な

らず
工

期
短

縮
・現

場
省

人
化

等
に

つ
な

げ
令

和
６

年
度

イン
フラ

Ｄ
Ｘ

大
賞

を受
賞

・３
次

元
測

量
に

よ
り現

場
を

点
群

デ
ー

タ化
　⇒

任
意

位
置

の
確

認
が

可
能

（
再

測
量

不
要

）
・３

次
元

設
計

デ
ー

タ⇒
経

験
の

少
な

い
職

員
で

も
容

易
に

理
解

・I
CT

建
機

⇒
クラ

ウド
で

施
工

状
況

を
リア

ル
タイ

ム
に

確
認

可
能

、
 生

産
性

向
上

、重
機

周
りの

立
ち

入
りが

不
要

で
安

全
性

向
上

建
設

事
業

全
体

に
お

け
る

建
設

生
産

・管
理

シ
ス

テ
ム

の
効

率
化

・ 
事

前
に

工
場

製
作

に
よ

る
プ

レ
キ

ャス
ト化

 ⇒
工

期
短

縮
、現

場
作

業
の

省
人

化
、特

殊
   

 作
業

不
要

に
よ

り施
工

性
向

上
・品

質
確

保
・ 

オ
ー

ダー
メー

ド化
、自

由
度

の
向

上
 ⇒

二
次

製
品

で
は

困
難

な
ね

じれ
や

勾
配

変
化

　　
へ

の
対

応
が

可
能

会
社

全
体

で
デ

ジ
タル

化
を

推
進

多
く
の
人
手
と
時
間
が
必
要
、
手
戻
り
の
発
生
、

重
機
周
り
の
接
触
事
故
の
危
険
性

ドロ
ー

ン
測

量

生
産

性
・安

全
性

向
上

・ 
複

数
人

の
チ

ー
ム

で
一

点
一

点
変

化
点

を
現

地
測

量
・ 

内
業

時
に

測
量

不
足

が
判

明
す

れ
ば

再
度

現
場

測
量

・ 
2D

図
面

は
何

枚
も

の
図

面
を

頭
の

中
で

組
合

せ
て

理
解

・ 
重

機
作

業
に

は
 丁

張
設

置
や

作
業

員
の

確
認

が
必

要

・3
D

モ
デ

ル
と測

量
デ

ー
タの

重
ね

合
わ

せ
で

可
視

化
　⇒

施
工

時
に

生
じる

課
題

を
事

前
に

把
握

し解
消

・3
D

モ
デ

ル
⇒

地
元

住
民

等
と完

成
イメ

ー
ジ

を
共

有
・V

R⇒
安

全
教

育
・新

規
入

場
教

育
で

リア
ル

に
理

解
・A

R⇒
3D

モ
デ

ル
を

現
地

に
配

置
し課

題
を

抽
出

地
元

説
明

会情
報

を
デ

ジ
タ

ル
化

(3
D

モ
デ

ル
等

)

３
次

元
図

面

内
製

化

3D
可

視
化

で
合

意
形

成
の

迅
速

化

施
工
途
中
で
の
課
題
へ
の
対
応

既
存
資
料
で
の
完
成
状
態
の
共
有
が
困
難

・ 
工

事
の

施
工

中
に

判
明

した
課

題
へ

の
対

応
方

針
  検

討
の

た
め

、工
事

の
中

止
や

手
戻

りが
発

生
・ 

完
成

イメ
ー

ジ
の

誤
解

に
よ

る
問

題
の

発
生

・ 
安

全
教

育
時

の
作

業
イメ

ー
ジ

の
理

解
不

足
等

フロ
ン

ト
ロ

ー
デ

ィン
グ

※
1

　人
材

育
成

に
力

を
入

れ
、全

職
員

が
全

て
の

Ｉ
Ｃ

Ｔ
機

器
を使

用
で

き
る

よ
うに

な
れ

ば
、真

の
生

産
性

向
上

へ
つ

な
が

る
　そ

れ
ぞ

れ
の

取
組

に
Ａ

Ｉ
等

の
新

しい
技

術
を

活
用

して
更

な
る

業
務

の
効

率
化

に
取

り組
む

現
地

作
業

の
省

力
化

・簡
略

化

日
本

初
☆

　擬
石

型
曲

線
護

岸
パ

ネ
ル

・ 
複

雑
な

形
状

へ
の

対
応

に
高

度
な

技
術

が
必

要
・ 

特
殊

作
業

（
石

工
・左

官
）

の
継

承
者

不
足

・ 
個

々
の

能
力

に
よ

る
品

質
、出

来
形

へ
の

影
響

・ 
重

労
働

に
よ

る
肉

体
的

負
担

が
大

き
い

人
手
不
足
や
後
継
者
不
足
の
解
消

複
雑
な
形
状
へ
の
対
応
に
よ
る
現
場
負
担

移
動
等
の
無
駄
な
時
間
の
削
減

工
事
現
場
の
見
え
る
化 マ

ル
チ

モ
ニ

タリ
ン

グ
現

場
と会

社
を

デ
ジ

タ
ル

で
つ

な
げ

る

図
面

（
２
次
元
）

理
解
で
き
な
い

ど
う
な
っ
て

い
る
の
だ
ろ
う

不
参
加
の
人
は

共
有
で
き
な
い

こ
れ
は
こ
こ
が

問
題
だ

・ 
現

場
が

遠
隔

地
の

場
合

の
無

駄
な

移
動

　時
間

や
情

報
共

有
が

困
難

・ 
現

場
作

業
の

詳
細

把
握

に
時

間
が

掛
か

る

従
来

か
らの

効
率

の
悪

い
業

務
に

よる
過

重
労

働

・ 
遠

隔
臨

場
や

W
EB

会
議

の
活

用
　⇒

現
場

との
移

動
時

間
の

削
減

・ 
車

両
位

置
や

現
場

映
像

、施
工

履
歴

デ
ー

タ
　等

を
始

め
とす

る
テ

レ
マ

テ
ィク

ス
デ

ー
タ※

2の
集

約
　⇒

現
場

の
見

え
る

化
と数

値
化

で
リア

ル
タイ

ム
　 

把
握

、問
題

の
早

期
解

決
※

2自
動

車
な

どの
移

動
体

に
通

信
シ

ス
テ

ム
を組

み
合

わ
せ

て
、

   
リア

ル
タイ

ム
に

情
報

サ
ー

ビス
を

提
供

す
る

こと

更
な

る
デ

ジ
タ

ル
化

の
取

り組
み

令
和

６
年

度
イ

ン
フ

ラ
Ｄ

Ｘ
大

賞
(国

土
交

通
大

臣
賞

)受
賞

！

建
設

業
デ

ジ
タ

ル
化

に
よ

る
生

産
性

向
上

の
取

組
事

例
　

※
１

 工
程

の
初

期
段

階
で

集
中

的
に

検
討

す
る

こと
で

、後
工

程
で

の
手

戻
り等

を
防

止
す

る
こと

課 題 効 果

県
内

建
設

事
業

者
に

お
け

る
建

設
D

X
の

先
進

事
例

 
 

 
 

 
 

 
 

～
福

留
開

発
株

式
会

社
の

事
例

～
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完
全

内
製

化
の

よ
る

全
面

的
Ｉ

Ｃ
Ｔ

活
用

を
実

施
して

お
り、

従
来

工
法

に
比

べ
て

、大
幅

な
工

期
短

縮
、現

場
作

業
の

効
率

化
、若

手
技

術
者

の
早

期
育

成
・即

戦
力

化
な

ど、
多

岐
に

渡
った

活
用

効
果

。
3次

元
設

計
デ

ー
タを

作
成

しＩ
Ｃ

Ｔ
建

機
に

よ
る

無
丁

張
化

に
よ

り、
測

量
作

業
を

大
幅

削
減

（
作

業
日

数
40

％
、労

務
人

数
54

％
削

減
）

す
る

とと
も

に
、３

Ｄ
プ

リン
ター

の
活

用
に

よ
り、

従
来

工
法

に
比

べ
43

％
の

工
期

短
縮

、現
場

作
業

の
省

力
化

に
寄

与
。

３
Ｄ

プ
リン

ター
を

活
用

した
擬

石
型

曲
線

護
岸

パ
ネ

ル
の

施
工

は
本

工
事

が
日

本
初

。

河
川

構
造

物
で

は
現

地
形

に
合

わ
せ

た
施

工
が

求
め

られ
る

箇
所

が
多

く、
３

Ｄ
プ

リン
ター

を
活

用
す

る
こと

で
専

門
性

・熟
練

性
が

求
め

られ
る

現
地

作
業

の
省

力
化

・簡
略

化
が

期
待

で
き

、パ
ネ

ル
表

面
に

凹
凸

や
円

筒
を

設
け

る
こと

で
河

川
生

物
に

も
配

慮
。

完
全

内
製

化
の

よ
る

全
面

的
Ｉ

Ｃ
Ｔ

活
用

を
実

施
して

お
り、

従
来

工
法

に
比

べ
て

、大
幅

な
工

期
短

縮
、現

場
作

業
の

効
率

化
、若

手
技

術
者

の
早

期
育

成
・即

戦
力

化
な

ど、
多

岐
に

渡
った

活
用

効
果

。
3次

元
設

計
デ

ー
タを

作
成

しＩ
Ｃ

Ｔ
建

機
に

よ
る

無
丁

張
化

に
よ

り、
測

量
作

業
を

大
幅

削
減

（
作

業
日

数
40

％
、労

務
人

数
54

％
削

減
）

す
る

とと
も

に
、３

Ｄ
プ

リン
ター

の
活

用
に

よ
り、

従
来

工
法

に
比

べ
43

％
の

工
期

短
縮

、現
場

作
業

の
省

力
化

に
寄

与
。

３
Ｄ

プ
リン

ター
を

活
用

した
擬

石
型

曲
線

護
岸

パ
ネ

ル
の

施
工

は
本

工
事

が
日

本
初

。

河
川

構
造

物
で

は
現

地
形

に
合

わ
せ

た
施

工
が

求
め

られ
る

箇
所

が
多

く、
３

Ｄ
プ

リン
ター

を
活

用
す

る
こと

で
専

門
性

・熟
練

性
が

求
め

られ
る

現
地

作
業

の
省

力
化

・簡
略

化
が

期
待

で
き

、パ
ネ

ル
表

面
に

凹
凸

や
円

筒
を

設
け

る
こと

で
河

川
生

物
に

も
配

慮
。

1
.令
和
４
－
５
年
度
仁
淀
川
中
島
地
区
下
流
護
岸
外
（
そ
の
１
）
工
事

【取
組
概
要
】

本
工

事
は

、仁
淀

川
の

侵
食

対
策

を
目

的
とし

た
高

水
敷

及
び

低
水

護
岸

の
整

備
に

お
い

て
、完

全
内

製
化

に
よ

る
全

面
的

IC
T活

用
を

実
施

す
る

こと
で

、測
量

や
出

来
形

計
測

、写
真

撮
影

・品
質

管
理

の
作

業
が

効
率

化
。

ま
た

、複
雑

な
曲

線
や

表
面

形
状

とな
る

既
設

護
岸

と新
設

護
岸

の
取

り合
わ

せ
箇

所
に

お
い

て
、３

Dプ
リン

ター
を

活
用

した
擬

石
型

曲
線

護
岸

パ
ネ

ル
を

導
入

す
る

こと
で

、施
工

に
要

す
る

手
間

と時
間

を減
らし

て
、現

地
の

複
雑

な
地

形
に

合
わ

せ
た

施
工

を
実

現
。

四
国

地
方

整
備

局
推
薦
者

四
国

地
方

整
備

局
高

知
河

川
国

道
事

務
所

発
注
者

福
留

開
発

株
式

会
社

業
者
名

20
23

年
5月

1日
～

20
24

年
3月

29
日

工
期

高
知

県
土

佐
市

施
工
場
所

32
7,

27
2,

00
0円

請
負
金
額

IC
T活
用
に
よ
る
施
工
状
況

日
本
初
！
擬
石
型
曲
線
護
岸
パ
ネ
ル

水
生
昆
虫
・
植
物
の
生
息
環
境
へ
の
配
慮

学
識
者
の
助
言
に
よ
り
、
水
中
部
と
な
る
パ
ネ
ル
は
水
生

昆
虫
、
植
物
の
生
息
環
境
を
保
持
で
き
る
形
状
で
造
形

（
一
部
通
り
抜
け
対
応
）

取
り
合
わ
せ
の
詳
細

既
設
護
岸
と
新
設
す
る
護
岸
で
は
、
天
端
部
6
.8
m

低
水
部
5
.0
m
の
取
り
合
わ
せ
が
必
要

6
.8
m 5
.0
m

覆
土
ブ
ロ
ッ
ク

（
既
設
護
岸
）

平
ブ
ロ
ッ
ク

（
今
回
施
工
）

（
施
工
面
積
A
=
7
4
.3
m
2
）

具
体
的
な
施
工
計
画
の
立
案
や
地
元
説
明
等
に
活
用
し
た
C
IM
モ
デ
ル
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資料３－5
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資料３－5
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●若者が就職先に求める要素

１． 目的
若者が「就職先に求める要素」を今後の活性化プランの取り組みにおける参考とする。

２． 就職先に求めるもの
〈参考〉

建設業者（※２）

【土木・建築系技術職への
 就職希望者の考え】
 若者が就職先に求めるもの
（回答数：計312 回答者：116）

【全職種】
 若者が就職先に求めるもの
（回答数：計6,252 回答者：5,515）

 【建設業者の考え】
 若者の定着に必要と考える要素
   (回答数：337 回答者：計99）

１位
給与や賞与が高い
（51（43％））

給与や賞与が高い
（969（17％））

２位
経営が安定している
（40（34％））

休暇が取りやすい
（896（16％））

３位
休暇が取りやすい
（34（29％））

福利厚生制度が充実している
（834（15％））

 休暇がとりやすい
〔休暇の充実（休暇の取得を含む）〕
（65（66％））

４位
社員の人間関係が良い
（33（28％））

経営が安定している
（763（13％））

〔やりがい・魅力〕
（61（62％））

５位
福利厚生制度が充実している
（32（27％））

社員の人間関係が良い
（651（11％））

〔労働環境の整備 (現場が遠方でな
い、重労働でない）〕
（33（34％））

データ
※令和７年度建設業協会意見交換会アン
ケート（R7.8.16時点）

※１：県内高校生、県内大学生等、県内専修学校生、県外大学生等
※２：県内の建設業者（高知県建設業協会会員）
〈状況〉
・【土木・建築系技術職への就職希望】と【全業種】の上位5つは同じ要素（給与、休暇、安定、福利厚生、人間関係）
 で構成されている。
○給与や賞与が高い
・生活の基盤となる収入の重要性は企業・若者ともに１位で、共通の認識。
○経営が安定している
・「長期的に安心して働きたい」ことを重視する
○休暇が取りやすい
・働き方改革やワークライフバランス重視の流れが背景にあり、休暇の取りやすさ＝働きやすさとして
 意識されていると考えられる。
○社員の人間関係が良い
若者は人間関係や風通しの良さも重視
○福利厚生の充実
・「住宅手当、保険、制度などの制度的なサポート」を評価。
◎（補足）土木・建築系技術職への就職希望者の考える就職先に必要な要素
６位「19  自分が成長できる環境がある」、７位「４ 技術力がある」、９位「13 社会貢献度が高い」、
13位「14 仕事を任せてもらえる」
→22個の選択肢の中で、上位を占めているため、やりがい・魅力も重要な要素

若者（※１）

令和６年度就職・進学の希望地等意識調査（高知県政策企画課）

 経営が安定している
〔十分な給与（安定した雇用）〕
（86（87％））
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補
足

２
．

「ク
ー

ル
ワ

ー
ク

タ
イ

ム
制

度
（

サ
マ

ー
タ

イ
ム

制
度

）
」 

の
導

入
に

つ
い

て

「
高

知
県

建
設

工
事

ク
ー

ル
ワ

ー
ク

タ
イ

ム
」

実
施

要
領

の
策

定
に

つ
い

て
（

通
知

）
  ６

高
土

政
第

15
70

号
 

令
和

７
年

３
月

 2
8 

日
付

け
 

土
木

部
長

通
知

  施
行

日
：

令
和

７
年

３
月

28
日

【概
要

】
 

 
近

年
の

地
球

温
暖

化
に

よ
る

気
温

の
上

昇
に

伴
い

、
猛

暑
日

で
な

く
て

も
熱

中
症

の
リ

ス
ク

が
増

加
す

る
た

め
、

 
現
場
作
業
時
間
を
８
時
か
ら
11
時
及
び
14
時
か
ら
17
時
な
ど
と
す
る
「
ク
ー
ル
ワ
ー
ク
タ
イ
ム
制
度
」

を
導

入
。

 
 【対

象
工

事
】
 

 
屋
外
で
の
作
業
を
主
と
す
る
建
設
工
事
に
適
用

す
る

。
 

な
お

、
主

た
る

工
種

が
屋

内
作

業
の

場
合

で
あ

っ
て

も
、

空
調

設
備

が
な

く
屋

内
環

境
が

屋
外

と
同

等
と

 
認

め
ら

れ
る

場
合

は
、

受
発

注
者

と
の

協
議

に
よ

り
対

象
と

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

【
工

期
の

延
長

】

 
ク

ー
ル

ワ
ー

ク
タ

イ
ム

の
導

入
に

伴
う

作
業

時
間

の
短

縮
（

1 
日

あ
た

り
２

時
間

）
を

補
う

た
め

、
工
期
を

 
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る

も
の

と
す

る
。

 
※

 受
注

者
が

、
契

約
書

第
 2

2 
条

に
基

づ
く

「
完

成
期

限
延

長
申

請
書

」
を

提
出

す
る

。

  ＜
延

長
日

数
の

算
出

方
式

＞

   
 短
縮
時
間
×
ク
ー
ル
ワ
ー
ク
タ
イ
ム
導
入
期
間
（
現
場
閉
所
日
を
含
む
）
÷
８
時
間
（
所
定
労
働
時
間
）
－
７
日
（
猛
暑
日
）

  ※
小

数
点

１
位

切
り

上
げ
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